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クラブザボータ軸会員を義徳紫

ヴァンフォーレ革繭都農、クラブサポーターを募集

しています。申し込みざれ娃方鰯刃金靂啓除く〕

ほ、ホームゲーム金談合を覿戦奇書藻す。

その腿喜繋ぎ藻海鮮輿がついてい渡すe蜜

興味接る寿は、ヴァンフォーレ畢繭公武

ホームページ撫騨舶轍棚珊暁鵬焼単調

繋ぎ驚くだきい。潜お、申送奮耗ついて螺、

学び的寮母づくり顕でも醗蒋してい蒸す。
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前職畳替饗専窪務数や窃盗、恐嚢嬢薗圏駆覿語注悪寒牒

開戦最を譲って水邁鞄金を澄寮し鞭っ沌め、市から緻騙され鮭を犠り、勝手

に水鶏験蛮電荷っ露泳げく浄水器を発注洩る漆蛍の綴藩が逝螺で頻発して宮、ま

す。諒かしいと恩っ獲らずぐに身分謹関蕾の擬泰を求め、市へ遷縮してく詑さい。

露骨随喜締ま毒憩室左脇結い窓薯庶政

漢詩知らぜ薫く検針票）で壕金をいぬ琵くまと　細水選管清掃の鶉すす避

寒浄水饗の賊発・水選管のエ誌緊縮　○竃議や議闘販売管のアンケート

営ご駿韻の憩い水質検蛮　易ど醸螺の競い鰭脚漆薯の威厳　寒菊効擬隈切

れのメ一歩－（量水撥）を交換して代金をい建溶くこと

※不審海点がありまし澹ら、すぐは市へご遼縮く澄きい。寮滝、水道の鯵

理は、市騎建水遵工尊慮組合（℡（43）乱雲婚彊ご網淡く澄きい。
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。
こ
の
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
、

使
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
水
道
料

金
が
発
生
し
ま
す
の
で
注
憲
く
だ
さ
い
。

水
道
の
使
用
を

「
開
始
」
す
る
と
き
は
閲
栓
届

市
内
に
引
っ
越
し
さ
れ
た
方
・
転

居
さ
れ
た
方
で
、
新
た
に
水
道
を
使
用

す
る
場
合
に
は
、
利
用
を
開
始
す
る
手

続
き
（
開
栓
届
）
が
必
要
で
す
。
新
し
く

お
住
ま
い
に
な
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。
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融
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）
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日
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、
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月
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の
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、
9

時
か
ら
1
5
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ま
で
受
付
業
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を
行
い

ま
す
。
3
～
4
月
は
窓
口
が
大
変
混

み
あ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

事
前
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。


